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 ちょっと前まで残暑があれだけ厳しかったのに、そろそろ平地でも初雪のたよりが聞かれそう

な気配です。 先週奈井江町に行きましたが、石北の山々はすでに真っ白でした。 町内の本屋

さんにも年賀状の本が売り出され、間もなくショーウインドウのディスプレイがクリスマスに変

わると、年末の慌ただしさを一層掻き立てます。 まだ 2ヶ月、あと 2ヶ月、受け止め方によっ

て気持ちが大きく変わります。 いつ雪が降っても良いように、週末にはタイヤを交換する予定

です。 それと同時に、越冬用野菜の確保にも動いています。 近頃は少々億劫になってきてい

ますが、やらないわけには行きません。 今年も、大根と白菜は農家の畑を借りて作っており、

霜が降りる前には、全てを引き抜きお年寄りの好きな漬物にする予定です。 今年は漬物屋さん

にとってはも O-157 で受難な年になりました。 今年もあと少しと受け止め、年末に向けてお年

寄り達が、けがや病気にならない様に気を引き締めていこうと職員に言っていますが、肝心の私

が誰よりも早く風邪を引き病院から薬をもらうことになるとは、お恥ずかしい話です。 

11 月の行事予定 
 １・11/9  堀内 フミさん 満 93 歳 誕生日おめでとう。 
 ２・びほろ文化祭出展 11／2～4 まで観に来てネ！ 

 10/24・30 の両日に北見の菊まつりを見に行

きました。 両日ともあいにくのお天気で、24

日は会場内は寒く盆栽の菊は 2割くらいしか咲

いていませんでした。 今年は平家物語で、本

家の NHK は低視聴率ですが、会場はお年寄りや

保育園の子供たちで大賑わいでした。 ほほえ

ましい光景が見られました。 大型バスで見に

来る方も多く、さすがに道内最大で伝統のある

菊まつり、長く続けてもらいたいものです。 

 この時期あちこちのグループホームやサロン

に押しかけ、有無を言わせずお年寄り達に新そ

ばの押し売りをしています。 今回の犠牲者は

紋別のグループホーム、「だんらん紋別」のお年

寄り達です。 紋別に用事があり、その次いで

という事で、快諾？してもらいました。 総勢

23 名に 35 人前のそばを持っていきましたとこ

ろ、ほぼ間食して頂きました。 有難い事です。
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